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Ⅰ．令和５年度無人ヘリコプターの実績

農林水産省HPより

muzinkoukuuki-18.pdf

水稲 696,852 ha

麦類 56,435 ha

大豆 51,523 ha

その他 6,581ha

合計 811,391 ha



Ⅱ. 農薬散布に係るドローンの活用状況

2023年度（農林水産省の推計）

散布面積は 109,700ha（前年比３割増）
初の100万超え

ドローンの販売台数 3,295台



農薬散布等におけるドローンの活用状況



Ⅲ. 無人航空機事故について

令和6年6月作成
（ヤマハ発動機株式会社、
ヤンマーヘリ＆アグリ株式会社、
農林水産航空協会）



１．無人航空機に係る事故等報告一覧（国土交通省HP）

（令和4年12月5日以降に報告のあったもの）

国土交通省は、無人航空機に係る事故等報告一覧を国土交通省のホームページに令和４年１２月５日以
降に報告のあったものとして掲載している。

この無人航空機に係る事故等報告一覧の情報より、無人航空機（無人ヘリコプター・マルチローター）
による農薬散布時に発生した事故及び重大インシデント（令和６年０月末まで）は次のとおりであった。

無人航空機の事故等は７７件（事故６８件、重大インシデント９件）、そのうち農薬散布においては
５６件（事故５３件、重大インシデント３件）であった。昨年度の事故等は、８８件（事故６７件、重大
インシデント２１件）で、そのうち農薬散布においては５６件（事故５１件、重大インシデント５件）で
あった。無人航空機の事故等はやや増えていると感じるが、農薬散布における事故等は、昨年と同数で
あった。

農薬散布における事故は、無人ヘリコプター１９件、マルチローター３４件で、そのうち、重傷による
ものがマルチローターで１件であった。農薬散布における重大インシデントは、無人ヘリコプター０件、
マルチローター３件であった。

無人航空機に係る事故等報告一覧については、下記URLから閲覧できます。
https://www.mlit.go.jp/common/001585162.pdf

５



令和６年度無人航空機事故件数

６

総数 事故 重大インシデント

７７件 ６８ ９

農薬散布事故 事 故 重大インシデント

件数（％） ５３（７７．９％） ３（３３．３％）

無人ヘリ マルチローター 無人ヘリ マルチローター

件数（％）
１９

（３５．８％）
３４

（６４．２％）
０ ３

農薬事故件数

無人航空機

令和6年度

(R6.10.7まで) 令和5年度 比率

無人ヘリ １９ ２７ ７０％

マルチローター ３４ ２３ 147.8%

令和5年度に比べて
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２．令和６年度運輸安全委員会に報告のあった事案
（事故等調査の対象案件となった事案）

-福島県ドローン重症事故-

昨年、2024年6月21日福島県でドロ一ンに接触する事故が起き、国の運輸安全委員会は

航空事故調査官を現地に派遣した旨の報道がありました。

<運輸安全委員会が公開した概要を抜粋すると、次のとおりです。>

https://jtsb.mlit.go.jp/jtsb/aircraft/detail2.php?id=2395

・発生年月日:2024年6月21日

・発生場所:福島県南相馬市鹿島区内

・人の死傷:負傷

・事故等種類:無人航空機による人の負傷(重傷)

・概要:事業者が農薬散布のため無人航空機を福島県南相馬市鹿島区内の離陸場所から飛行させ着陸

させようとしたところ、機体が一度接地した後に制御不能となり補助者に接触し、当該補助者

が両手を負傷した。

・調査状況:調査中

・死傷者数:補助者１名が重傷（右示指・中指・環指中節骨開放骨折、右小指中手骨開放骨折、

左尺骨神経断裂） ８



〇事故原因

令和６年度は強風時の散布中止の不徹底などの不適切な飛行が主な事故原因と考えら れるほ場への
薬剤流出などの事故事例が報告されている。

〇事故概要一覧

※1 ④不適切な飛行方法を原因とする事故件数は４件。
※2 黄色は主な事故原因。①～⑤は上記の事故要因の記載と同じ。

農林水産省より index-8.pdf

３．令和6年度無人航空機による空中散布に係る農薬事故の概要



Ⅳ. 農薬使用上の留意点

1 ドローンに適した農薬の数（2024年4月1日現在）

用途別 ％

殺虫剤 30.1

殺菌剤 10.5

殺虫殺菌剤 1.7

除草剤 57.5

植物成長剤 0.1

その他 0.2

農林水産省農産局技術普及課より
農林水産航空協会調べ

2024.12現在

１０



2「産業用無人航空機用農薬」サイトと農薬安全使用の啓発

3 安全対策の手引き・マニュアル、パンフレットの作成



令和６年度 農薬危害防止運動

（令和６年４月２６農水省プレスリリース）

農薬の安全かつ適正な使用、使用中の事故防止、環境に配慮した農薬の使用等を推進す
るため、毎年、６月から８月までの３ヶ月間、農薬危害防止運動を実施。



4 農薬を正しく使うための情報提供

農水省は農薬の適性使用のためのリーフレットを作成し、情報を提供中。

事故被害防止編、農薬ラベル確認編、飛散防止編等がある。

無人航空機による農薬空中散布においても飛散防止対策の徹底は重要。



 飛散による被害を防ぐための
農薬使用時の注意点

（農林水産省リーフレット抜粋）



5 操縦者（オペレーター）の作業実施上での安全チェックのポイント

1．証明書等の携行
「操縦ライセンス（国家資格）」「無人航空機の飛行に係る許可・承認書」「技能認定書」を
携行してください。特定飛行にあたっては、「飛行計画の通報」による近隣飛行の航空機
との安全を確保する。
２．散布区域の確認
＊散布ほ場面積・境界等標識旗の有無、離着陸地点の地形（標高、傾斜度）。
＊GPS電波、発信機用電波の受信状態の確認。
３．障害物及び危険物の確認
＊高圧線、配電線、建物、鉄道、引き込み線などを現地調査・作業地図により確認。
４．散布飛行で注意する場所の確認
＊交通頻繁な道路、公共施設、畜舎、養蜂、養蚕、養魚地、河川、周辺他作物、有機農
産物ほ場など。
＊関係者へ安全対策を周知する。
５．農薬散布作業について
＊特定飛行を行う場合、飛行日誌の作成（飛行・整備・改造などの情報を遅滞なく飛行日
誌に記載）、飛行時に携帯。
＊散布作業現場の状況を考慮した散布飛行ルートを作成。
＊操作員の技量に見合った無理のない散布飛行。ナビゲーターとの連携。
＊作業員への安全指導として、離着陸時を含め、オペレーター、補助員と機体の距離は
十分離し、散布作業を実施する。
＊オペレーターのほ場での立ち位置と歩く道が不安定でないことを確認する。
＊関係者以外の立入を禁止、事故発生時の連絡体制。
６．使用農薬について
＊使用農薬の選定と散布にあたっては、ラベルを確認する。
７．気象の確認
＊散布日の風向、風速、降雨・霧・カミナリ状況の確認を行う。
８．健康状態と服装等の確認
＊健康状態の確認、熱中症防止対策、一定時間毎に休息時間を確保する。
＊防護具（ヘルメット、マスク、保護めがね等）の有無を確認する。
９．作業終了時の確認
＊機体・散布装置の点検、洗浄、カラ容器の処理。
＊使用農薬の帳簿への記載や飛行記録を作成してください。

安全チェック票



6 水滴の粒径別落下時間と風による移動

粒径
（μm）

3mの落下に要
する時間 sec
（*1）

風速 3m/sec
での水滴の移
動距離m

散布液の平均粒径
（VMD）

水滴の例

原液
8倍
希釈

30倍
希釈

10 1005 3016

50 40 121

100 10 30 ＊ 薄霧

150 5 14 ＊

200 3.5 11 ＊ 霧雨

＊

250 2.8 8 ＊

＊

300 2.3 7 ＊

＊

500 1.4 4 小雨

*1 静止空気中の高さ3ｍから地上に落下するまでの時間。
水の蒸発は考慮していない。

落下時間の計算：粒径150μm未満はStokes式、150μm以上はAllen式
を使用。

区 分
微量散布
（ULV）

液剤少量散布
（ＬＶ）

液剤散布
（Ｓ）

ＶＭＤ μｍ 80～90 150 200～350

散布形態別の平均粒径（ＶＭＤ）の例

1988 農林航空技術センター

ＶＭＤ＝Σ（ｗ×ｄ）／Σｗ ｗ：重量 ｄ：粒子径 供試水：水道水

水滴直径
μｍ

温度20℃ 湿度80％ 温度30℃ 湿度50％

消失までの時
間 sec

落下距離 ｍ
消失までの
時間 sec

落下距離 ｍ

50 14 0.5 4 0.15

100 57 8.5 16 2.4

200 227 136.4 65 39

静止空気中における水滴の落下と蒸発
（G.A.Matthews）

・水で希釈された液剤の噴霧粒子は、落下中に水の
蒸発による粒径の減少が起こる。
・粒径の減少率は、粒径が小さくなるほど顕著で薬
剤の漂流飛散（ドリフト）に影響する。



7 産業用無人ヘリコプター 農薬散布等における散布飛行諸元 （一例）
農林水産航空協会が性能を確認した水稲・麦・大豆などを対象とした標準的散布飛行諸元



8 ポジティブリスト制度への対応

周辺の他作物に関する情報収集と対策

【他作物が栽培されている圃場の所在の確認】
☆散布対象の圃場に限らず、他作物が栽培されている圃場を示した散布作業地
図を作成してください。
☆作業地図は、他作物の最新の圃場情報を記載してください。
【栽培されている他作物の種類の確認】
☆作物の種類により残留農薬のリスクが違います。軽量な葉菜類や小型の果実
類はリスクが高くなることが考えられます。
【他作物の収穫時期】
☆作物の収穫が間近なのか。散布前に収穫が可能か検討してください。
☆仮に飛散して農薬がかかったとしても、残留農薬は時間の経過とともに減少
します。収穫時期を遅らせることも有効な対策です。
【他作物の残留農薬基準】
☆散布される農薬の周辺他作物の残留農薬基準値をチェックしてください。
【散布農薬を検討】
☆以上の対策を講じても、なお問題が残る場合は、散布農薬を検討してくださ
い。
☆周辺の他作物の収穫時期が間近な場合は、その作物にも登録がある農薬を選
定することを検討してください。この場合、残留農薬基準値をチェックしてく
ださい。
☆粒剤などの飛散しにくい剤を選定することを検討してください。

☆一般的に、圃場の周縁部における散布
時の飛散が、最も大きな影響を及ぼすと
考えられます。ドリフト防止対策を講じ
て実施してください。

【圃場の周縁部の散布に、特に注意を!!】

● ポジティブリスト制度とは、一定量以上の農薬等が残留する食品の販売等を禁止する制度



Ⅴ. スマート農業･農業支援サービス事業導入総合サポート事業

１３



ご清聴ありがとうございました


